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快
適
な
ま
ち
…

　
　
ア
メ
ニ
テ
ィ
に
富
ん
だ
十
日
町
市
を

匡1圖の回圧］回口
一
年
間
、
難
間
に
全
力
を
あ
げ
て
対
応

　
市
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
年
が
、
皆

様
に
と
り
ま
し
て
、
幸
い
多
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　
私
は
一
昨
年
十
二
月
十
五
日
、
皆
様

の
温
か
い
ご
支
援
を
た
ま
わ
り
、
市
長

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
市
政
を
担

当
し
ま
し
て
早
一
年
が
経
過
い
た
し
ま

し
た
。

　
こ
の
一
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

に
　
　
就
任
早
々
の
十
二
月
定
例
市
議

会
、
昭
和
六
十
一
年
度
の
予
算
編
成
を

は
じ
め
、
企
業
立
地
課
の
新
設
、
十
日
町

ダしひ笥政、十日町市長

市
経
済
活
性
化
客
員
顧
問
団
の
設
置
、

初
の
経
済
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
問
題
、
信
濃
川

水
路
ト
ン
ネ
ル
に
か
か
わ
る
国
鉄
と
の

交
渉
、
東
京
電
力
の
送
電
線
第
ニ
ル
ー

ト
問
題
　
　
な
ど
、
矢
つ
ぎ
早
に
押
し

よ
せ
る
難
問
に
対
し
て
、
全
力
を
あ
げ

て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
正
直
申
し
上
げ
ま
し
て
、
市
長
と
い

う
職
務
の
ハ
ー
ド
さ
と
、
体
力
の
必
要

性
に
は
想
像
以
上
の
も
の
が
あ
っ
た
と

い
う
の
が
実
感
で
あ
り
ま
す
が
、
幸
い

に
し
て
健
康
に
恵
ま
れ
一
歩
一
歩
前
進

の
兆
し
が
見
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
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大

　
若
い
こ
ろ
は
病
人
が
で
る
と
、
医
者

を
三
・
四
人
で
ソ
リ
に
乗
せ
て
運
ん
だ
。

そ
ん
な
昔
に
比
べ
る
と
本
当
に
暮
ら
し

や
す
い
時
代
だ
。

昔
は
歩
く
こ
と
は
普
通
で
、
冬
も
雪

の
中
を
こ
ざ
い
て
行
く
の
も
何
と
も
思

わ
な
か
っ
た
が
、
体
が
弱
る
と
ぜ
い
た

く
は
言
え
な
い
も
の
の
応
え
る
。

　
ど
こ
で
も
戸
数
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
中
、
こ
こ
は
不
思
議
に
昔
と
変
わ
ら

ん
。
水
も
豊
富
で
住
み
よ
い
と
こ
だ
。

一
つ
願
え
れ
ば
無
雪
道
路
だ
。
道
路
も

　
　
　
　
　
　
　
　
な
ぐ
く

広
が
り
、
雪
崩
防
止
棚
も
つ
い
て
年
々

整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
必
ず
数
カ
月
は

ス
ト
ッ
プ
す
る
。
火
事
や
急
病
人
な
ど
、

万
一
の
こ
と
を
考
え
る
と
心
配
だ
。

　
市
で
は
「
克
雪
都
市
」
を
目
指
し
て

い
ろ
い
ろ
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
い
る
が
、

大
石
に
と
っ
て
の
課
題
は
、
無
雪
道
路

で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
克
雪
都
市
」
を
目
指
し
、
無
雪
道
路
化
を

尾身サクさん
　（鉢　1）
昭和2．1．1生60歳

　
「
鉢
に
行
っ
て
み
た
い
ね
」
の
声
が

聞
こ
え
る
よ
う
に
、
毎
年
、
”
雪
ま
つ

り
”
を
期
待
し
て
い
る
一
人
な
ん
で
す
。

　
私
の
部
落
で
は
、
真
生
会
が
リ
ー
ダ

1
に
な
り
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ

ー
を
用
意
し
て
観
光
客
を
迎
え
て
い
ま

す
。
甘
酒
や
お
で
ん
、
お
モ
チ
づ
く
り

の
準
備
は
、
私
た
ち
婦
人
会
が
”
縁
の

下
の
力
持
ち
”
と
い
う
立
場
で
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
つ
り
は
、
ち
ょ
う
ど
“
み
こ
し
”

の
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。
目
指
す
方
向

を
か
つ
ぎ
手
が
、
　
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ

ッ
シ
ョ
イ
」
の
掛
け
声
で
目
的
地
ま
で

進
む
。
こ
れ
が
、
私
の
部
落
の
魅
力
で

す
ね
。
先
人
が
残
し
て
く
れ
た
郷
土
の

遺
産
「
石
仏
」
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
地
域
の
財
産
を
市
民
一
人
ひ
と

り
が
、
協
力
し
て
守
り
、
訪
れ
る
人
か

ら
親
し
ま
れ
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
お
手
伝
い
を
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十
日
町
市
も
各
種
施
設
が
で
き
、
観

光
開
発
、
道
路
網
等
の
整
備
も
進
ん
で

い
ま
す
。
し
か
し
、
気
が
か
り
な
の
が

”
心
”
で
す
ね
。
　
“
モ
ノ
”
は
で
き
た

が
”
心
”
入
ら
ず
に
な
ら
な
い
よ
う
、

維
持
管
理
面
に
神
経
を
注
い
で
ゆ
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
ら
を
支
え
る
に
は
、
市
民
と
行

政
の
連
携
プ
レ
ー
が
不
可
欠
で
す
ね
。

双
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
参
加
し
、

共
同
の
認
識
を
養
う
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
基
本
的
に
は
「
人
と
人
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
●

ふ
れ
あ
い
」
か
ら
理
解
が
生
ま
れ
、
地

域
が
ま
と
ま
り
、
そ
し
て
育
っ
て
ゆ
く

と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
私
の
地
域
で
は
「
家
族

ぐ
る
み
の
花
見
、
体
育
祭
」
か
ら
、
強

い
団
結
力
や
親
ぼ
く
の
和
が
芽
生
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ま
す
。
自
分
の
ま
ち
を
”
ふ
る
さ
と
”

と
呼
べ
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
で
す
ね
。

連
携
プ
レ
ー
で
ま
ち
づ
く
り
を

2



市
民
生
活
の
充
実
と
安
定
を

　
さ
て
、
昭
和
六
十
二
年
も
、
当
市
に

と
っ
て
は
決
し
て
楽
観
を
許
さ
な
い
年

で
あ
り
ま
す
。
基
幹
産
業
の
絹
織
物
業

界
は
依
然
と
し
て
好
転
の
兆
し
が
見
え

ま
せ
ん
し
、
進
出
企
業
の
何
社
か
は
極

端
な
円
高
に
苦
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
財
政
事
情
も
極
め
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
引
き
続
き
長
期
的

視
野
の
中
で
健
全
化
を
図
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
皆
様

の
要
望
に
十
分
応
え
ら
れ
な
い
面
も
あ

ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ご
理
解
願

い
た
い
と
存
じ
ま
す
。
し
か
し
、
行
政

は
一
日
た
り
と
て
停
滞
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。
市
民
生
活
の
充
実
と
安
定
の
た
め

に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
が
、
皆
様
か
ら

信
託
を
受
け
た
私
の
責
務
と
肝
に
命
じ

て
お
り
ま
す
。

　
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
▽
企

業
誘
致
を
よ
り
促
進
す
る
と
同
時
に
、

二
十
一
世
紀
を
目
指
し
、
快
適
な
ま
ち
・

特
色
あ
る
ま
ち
、
い
わ
ゆ
る
ア
メ
ニ
テ

ィ
に
富
ん
だ
十
日
町
市
を
建
設
す
る
た

め
、
▽
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン
構
想
の
実
現

▽
克
雪
都
市
計
画
課
を
新
設
し
て
百
年

の
大
計
で
あ
る
水
資
源
対
策
、
お
よ
び

無
雪
地
域
と
同
じ
環
境
の
創
設
を
目
指

す
克
雪
対
策
▽
高
速
交
通
体
系
に
対
応

し
た
高
規
格
な
道
路
の
整
備
な
ど
、
力

い
っ
ぱ
い
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
▽
地
場
産
業
の
振
興
▽

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
▽
新
十

日
町
大
橋
の
建
設
な
ど
、
重
要
課
題
が

山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
着

実
に
実
行
し
、
皆
様
の
ご
期
待
に
添
え

る
よ
う
努
力
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
も
、
皆
様
か
ら
よ
り
一
層
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
当
市
が
希
望
に
満
ち
た
素

晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念

し
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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勤
め
先
が
四
日
町
。
主
人
に
送
っ
て

も
ら
い
ま
す
が
、
帰
り
は
歩
く
こ
と
が

多
い
で
す
。
健
康
に
も
よ
い
で
す
か
ら
。

　
夏
場
は
い
い
ん
で
す
ね
。
で
も
雨
の

日
は
大
変
、
冬
場
は
と
く
に
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

車
の
容
赦
の
な
い
跳
ね
が
ひ
ど
い
ん
で

す
。
車
が
通
り
過
ぎ
る
と
き
は
思
わ
ず

立
ち
止
ま
り
、
よ
け
ま
す
。
で
も
、
跳

ね
が
“
バ
シ
ャ
i
”
。

　
国
道
で
朝
、
夕
の
交
通
量
が
多
い
う

え
に
、
小
・
中
学
生
の
通
学
路
で
も
あ

り
ま
す
か
ら
子
供
た
ち
が
か
わ
い
そ
う

ス
ピ
ー
ド
を
ゆ
る
め
る
、

で
す
よ
。
中
条
病
院
に
歩
い
て
通
う
お

年
寄
り
も
多
い
そ
う
で
す
よ
。

　
家
も
国
道
沿
い
で
す
か
ら
、
跳
ね
で

玄
関
や
車
庫
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
、
朝
は

凍
り
つ
い
て
い
る
ん
で
す
。
運
転
手
の

皆
さ
ん
が
少
し
で
も
ス
ピ
ー
ド
を
ゆ
る

め
て
く
れ
た
ら
。
雪
国
の
運
転
マ
ナ
ー

の
一
つ
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

雪
国
の
運
転
マ
ナ
ー
で
す
よ
ね

桑原浩明さん
　　（本町7－1）

昭和38．1．1生24歳

　
今
、
一
番
考
え
て
ゆ
く
べ
き
こ
と
は
、

十
日
町
市
が
市
民
に
と
っ
て
住
み
や
す

い
環
境
で
あ
る
か
ど
う
か
だ
と
思
い
ま

す
。
や
は
り
問
題
に
な
る
の
が
豪
雪
で

し
ょ
う
。
確
か
に
地
域
づ
く
り
の
面
は
、

発
展
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
が
。

　
い
ろ
い
ろ
な
施
設
は
、
増
え
ま
し
た

ね
。
け
れ
ど
も
地
域
に
よ
っ
て
は
、
ま

だ
ま
だ
消
雪
パ
イ
プ
な
ど
雪
に
対
す
る

設
備
が
必
要
な
場
所
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。　

こ
の
雪
国
の
宿
命
を
変
革
さ
せ
て
ゆ

く
に
は
、
ま
ず
、
市
民
の
意
見
や
要
望

を
取
り
入
れ
る
窓
口
を
つ
く
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

　
ま
た
、
今
年
は
個
人
的
で
す
が
、
自

己
満
足
で
き
る
よ
う
に
も
っ
と
”
教
養

と
知
識
”
を
身
に
つ
け
、
若
人
か
ら
年

輩
の
人
ま
で
幅
広
く
お
付
き
合
い
し
な

け
れ
ば
…
…
と
、
誓
い
ま
し
た
。

雪
国
に
住
む
人
た
ち
の
声
を
聞
く
場
を

関口咲子さん
　　（貝ノ川）

昭和50．1．1生12歳

　
今
年
の
春
は
、
い
よ
い
よ
中
学
生
で

す
。
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
の
ク
ラ
ブ
活
動

や
、
ポ
ス
タ
ー
展
で
優
秀
賞
を
も
ら
い

県
庁
に
行
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い

出
が
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
会
の
行
事

は
い
や
な
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
楽
し
か

っ
た
で
す
。

　
私
た
ち
の
子
ど
も
会
は
「
貝
ノ
川
協

力
子
ど
も
会
」
で
す
。
一
年
間
を
通
し

て
、
田
ん
ぼ
の
石
拾
い
や
花
だ
ん
づ
く

り
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
ほ
ん
や
ら
洞
な
ど

大
人
の
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら

市
内
に
、

が
ん
ば
り
ま
し
た
。

　
下
条
中
央
公
園
で
の
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

は
、
下
条
の
子
ど
も
会
が
み
ん
な
集
ま

り
ま
し
た
。
市
の
子
ど
も
会
交
歓
会
も
、

ほ
か
の
学
校
の
人
と
友
だ
ち
に
な
れ
て

楽
し
か
っ
た
で
す
。
市
内
に
、
も
っ
と

も
っ
と
多
く
の
子
ど
も
会
が
で
き
れ
ば
、

ま
だ
楽
し
か
っ
た
の
に
と
思
い
ま
す
。

も
っ
と
多
く
の
子
ど
も
会
が
で
き
れ
ば
ね

己：7a房』厚夢3昭和62年1月10日3



第4回定例会

『
昭
和
6
0

　
条
例
関
係

　
■
市
税
条
例
の
一
部
改
正

…
…
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら

「
木
材
引
取
税
」
を
廃
止
し
ま

す
。　

■
行
政
財
産
の
目
的
外
使
用

条
例
の
一
部
改
正
…
…
六
十
二

年
度
か
ら
行
政
財
産
の
う
ち
土

地
の
使
用
料
を
引
き
上
げ
ま
す
。

　
■
公
立
学
校
使
用
条
例
の
一一ソ・土二用　　ま　　　　　　　　　　　　決算審査特別委員会

　
市
議
会
第
四
回
定
例
会
は
￥
十
二
月
九
日
か
ら
二
十
二
日

ま
で
の
十
四
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
「
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
」

「
市
民
使
用
地
の
使
用
万
法
の
変
更
」
な
ど
議
案
二
十
八
件
、

請
願
二
件
．
陳
情
一
件
＼
意
見
書
三
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
に
は
十
一
人
の
議
員
が
立
ち
．
農
政
・
商
工
労
働

行
政
・
財
政
・
克
雪
問
題
な
ど
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

年
度
決
算
』

部
改
正
…
…
六
十
二
年
度
か
ら

小
・
中
学
校
の
運
動
場
等
の
使

用
料
を
平
均
一
〇
％
引
き
上
げ

ま
す
。

　
■
市
民
会
館
・
公
民
館
使
用

条
例
の
一
部
改
正
…
…
六
十
二

　
め年

度
か
ら
市
民
会
館
、
公
民
館

（
地
区
館
を
含
み
ま
す
）
の
使

用
料
を
約
一
五
％
引
き
上
げ
、

冷
暖
房
料
を
一
〇
％
引
き
下
げ

ま
す
。

　
■
体
育
施
設
条
例
…
…
市
陸

上
競
技
場
等
、
体
育
施
設
関
係

条
例
を
一
つ
の
条
例
に
ま
と
め

る
も
の
で
す
。
使
用
料
の
算
定

方
法
も
一
部
改
正
さ
れ
、
六
十

二
年
度
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　
■
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
設
置

条
例
の
一
部
改
正
…
…
六
十
二

年
度
か
ら
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

の
使
用
料
を
約
一
五
％
引
き
上

げ
ま
す
。

　
■
駐
車
場
特
別
会
計
条
例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　囎　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　顧　　　　　　　　　　　　．一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　騨　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　一　一一一

を
認
定

　
一

　
一

　
一

　
ロ

ー
L
－
』

…
旧
司
…

一
日
F
一

H
口
口
口
H

㎜
質

H
目
目
H

…
ん
又
…

一
搬
一

H
口
日
口
H

…
一
…

F
：
：
－
』

　
一

　
一

…
…
六
十
二
年
度
か
ら
駐
車
場

事
業
の
運
営
・
経
理
の
適
正
を

図
る
た
め
に
特
別
会
計
を
設
け

る
も
の
で
す
。

　
■
一
般
職
員
の
給
与
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
…
職

員
給
与
を
昭
和
六
十
一
年
四
月

に
さ
か
の
ぼ
り
二
・
三
一
％
引

き
上
げ
ま
す
。

人
事
関
係

　
■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
…
…
松
沢
欣
一
氏
の
推
薦

に
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
予
算
関
係

　
■
昭
和
六
十
一
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
…
：
除
雪
費
等
九
、

九
〇
五
万
三
、
○
O
O
円
を
増

額
し
ま
し
た
。

　
■
六
十
一
年
度
各
特
別
会
計

補
正
予
算
…
…

　
▽
簡
易
水
道
　
　
水
沢
中
央

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　願　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蘭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　需　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　口　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　口　　　　　　　　　　　　聞　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　願　　　　　　　一　　　　　　　一■　　　　　　一　　　　　－　　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　一　一薗一

貞一
　
政
路

本
農
道
上
国
島
商
福
市
野
財
雇
間
地
観
社
島
財
宮
昭
杉
市
水
藤
教
克
輪
ス
内
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

橋
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
事

　
　
工

　
　
発

　
　
開

　
　
再
　
　
政

　
　
川
　
　
行

政
男
濃
松
働
政
般
男

行
和
信
清
労
行
一
寛

　
　
鉄
　
　
工
祉
政

・
野
・
大
…
水

　
簡
水
工
事
費
等
六
、
九
一
四

　
万
二
、
○
○
○
円
を
減
額
し

　
ま
し
た
。

　
▽
下
水
道
事
業
　
　
処
理
場

　
維
持
工
事
費
等
三
六
一
万
円

　
を
増
額
し
ま
し
た
。

　
▽
農
業
集
落
排
水
事
業

　
管
路
布
設
工
事
費
等
二
、
二

　
〇
〇
万
円
を
減
額
し
ま
し
た

　
■
六
十
一
年
度
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
…
…
動
力
費
等
二

二
三
万
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　
■
追
加
補
正
と
し
て
、
一
般

会
計
、
特
別
会
計
（
下
水
道
事

業
・
農
業
集
落
排
水
事
業
）
、

水
道
事
業
会
計
に
お
い
て
、
交

通
指
導
車
購
入
、
職
員
給
与
費

等
差
し
引
き
一
、
三
〇
七
万
五
、

○
○
○
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

そ
　
の
　
他

　
■
市
民
使
用
地
の
使
用
方
法

　
　
　
　
　
し
ん

の
変
更
…
…
薪
炭
林
、
採
草
地

と
し
て
使
用
し
て
い
た
船
坂
地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　願　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　騙　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　輌　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　旧　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　騨　　　　　一　　　　　一　　　　繍　　　ロ　　　ー　　－　一一一

・財政

・雇用拡大政策

半間　　正

・地場産業の振興

・観光振興対策

・社会教育行政

大島　昭三

・財政確立と予算編成方針

小宮山　達男

・昭和62年度予算編成

小杉　清一

・市長の政治信条

・水資源問題

佐藤　利雄

・教育行政

・克雪対策

三輪　定義

・スポーツ施設の充実に伴う環境整備

竹内　　真

・市政一般

内
の
山
林
に
杉
の
植
栽
を
行
い

ま
す
。

　
■
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締

結
…
…
東
下
組
地
区
簡
易
水
道

新
設
工
事
の
請
負
金
額
を
五
七

五
万
一
、
○
○
○
円
増
額
し
て

一
億
七
七
五
万
一
、
○
○
○
円

と
し
、
工
期
を
十
二
月
十
日
か

ら
十
二
月
十
五
日
ま
で
延
期
し

ま
し
た
。

　
■
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
レ
チ
り

結
…
…
新
十
日
町
大
橋
橋
梁
新

設
工
事
の
請
負
金
額
を
二
、
七

七
一
万
九
、
○
○
○
円
増
額
し

て
一
億
四
、
三
一
二
万
九
、
O

O
O
円
と
し
、
工
期
を
昭
和
六

十
二
年
三
月
十
五
日
か
ら
同
年

三
月
二
十
五
日
ま
で
延
期
し
ま

す
。

　
■
市
道
の
認
定
…
…
高
見
平

線
（
新
宮
地
内
）
を
認
定
し
ま

し
た
。

　
■
昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
の
決
算
認
定
…
…
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

会
計
と
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
■
学
童
保
育
実
施
に
関
す
る

請
願
…
…
不
採
択

　
■
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
現
行
制
度
の
維
持
に
関
す

る
請
願
…
…
採
択

⑬
㊥
㊨

　
■
公
立
学
校
事
務
職
員
・
栄

養
職
員
の
給
与
の
国
庫
負
担
削

減
に
反
対
す
る
意
見
書
…
…
原

案
可
決

　
■
公
共
事
業
費
の
国
庫
補
助

負
担
率
の
引
き
下
げ
措
置
に
関

す
る
意
見
書
…
…
原
案
可
決

　
■
ア
メ
リ
カ
米
輸
入
に
反
対

し
、
あ
ら
た
な
減
反
の
拡
大
・

強
化
を
や
め
、
国
民
の
食
糧
と

農
業
を
守
る
意
見
書
…
…
原
案

可
決

4



叢
議
慧
第
2
回
臨
時
会

　
市
議
会
第
二
回
臨
時
会
が
十

二
月
二
十
七
日
に
開
か
れ
ま
し

た
。　

議
決
さ
れ
た
条
例
は
＼
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

　
■
乳
児
の
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
…
昭
和

老人乳児医療費の

　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　圏　　　　　　　　o　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　囎　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　口　　　聞　　一　一一甲

六
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
乳
児

の
医
療
費
一
部
負
担
金
の
額
を

規
則
で
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
規
則
の
改
正
（
一
部
負
担
金

の
引
き
上
げ
）
に
つ
い
て
は
、

左
の
記
事
の
と
お
り
で
す
。

　
■
通
院
の
場
合

　
　
　
一
月
に
つ
き
、
四
〇
〇
円

　
囹
入
院
の
場
合

　
　
　
一
日
に
つ
き
、
三
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
（
ニ
ケ
月
限
度
）

　
※
老
人
医
療
費
…
・
：
老
齢
福

祉
年
金
の
受
給
者
で
、
か
つ
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
お
年
寄
り

の
入
院
の
場
合
は
　
　
今
ま
で

ど
お
り
、
一
日
三
〇
〇
円
を
ニ

カ
月
を
限
度
と
し
て
負
担

，
騒
た一部負担金の額が変わりまし

1月1日から　
今
年
一
月
一
日
か

ら
、
老
人
・
乳
児
の

医
療
費
の
一
部
負
担

金
が
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

〇
一
月
に
つ
き
、
八
○
○
円

O
一
日
に
つ
き
、
四
〇
〇
円

　
　
　
　
　
（
限
度
な
し
）

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
に
該
当
す
る
方
に
は
、

後
日
、
申
請
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
連
絡
し
ま
す
。

・
慧
．
　
　
盤
　
欝

．
講
国
の
ぎ
の
顯
纏

讐
を
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嫡
罵

灘
灘
熊

』膨〃〃〃〃』解”〆耀’5”ノ”腔”％4■眠〃〃撚〃

　識講響

繭置今年もがんばります〆

樋口信二さん

福崎礼子さん

イ
ラ
ス
ト

ρノ
1量1）1

、”

麟

47㎜閉

庭野泰明さん

鈴木蘭さん

マ
ン
ガ

＋
日
町
高
校

　
マ
ン
ガ
研
究
グ
ル
ー
プ

＼
・
、
、
、
璽
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
寒
ミ
寒
ミ
ミ
ミ
ミ
§
ミ
ミ
ミ
§
ミ
ミ
睾
ミ
ミ
ミ
睾
ミ
墨
§
ミ
§
』
ミ
ミ
睾
ミ
ミ
§
ミ
ミ
睾
ミ
』
ミ
ミ
寒
ミ
睾
§
§
ミ
ミ
ミ
睾
§
睾
ミ
§
ミ
ミ
ミ
§
ミ
睾
§
§
ミ
ー
ぎ

　　市・県民税
囹　特別徴収と普通徴収

　市・県民税は前年中の所得に

対して課税されます。納付の方

法には、勤務されている事業所

の給与から差し引く特別徴収と、

個人で納付する普通徴収とがあ

ります。

　特別徴収

　その年の6月から翌年5月ま

で12回にわたり事業所が徴収し

て納付する方法をいいます。し

たがって個人で直接納付する必

要はありません。

　年の中途で退職された場合は、

残りの税額を事業所が最後の給

与等から一括して徴収する方法

と、個人が普通徴収で納付する

方法とがあります。　（翌年1月

以降の退職の場合は、原則とし

て事業所からの一括徴収が義務

づけられています）

年4回と12回
雪
だ
る
ま

つ
く
つ
て
よ
お
！

　
　
　
　
　
ー

孫
の

た
の
み
は

断
わ
れ
ん

な
あ

　
　
Ω
　
の

糞
　
↑

部
簑

　
　
セ

ンふ
で

　
す

税
金
の

引
き
お
と
し
の

通
知
で
す
よ

の

こ
く
ろ
う
さ
ま

，
國

　
や翼

障
　
　
聾

2
琢

マ
マ
の
分
だ
ね

パ
パ
の

　
な
い
の
？

パ
パ
は
毎
月

給
料
か
ら

引
か
れ
る
ん

だ
よ

蒔
oo　　

？・

■匿■9

　　　　　ら
噂　　セqの←

くこノミ
　ノ、）・1

“

毎
月
？
な
ん
だ

僕
の
お
こ
づ
か
い
の

回
数
み
た
い
だ
ね

マ
マ
の
は
4
回
、

わ
し
の
も
ら
う
　

7
ア

年
金
の
回
数
念
り
）

い
っ
し
ょ
だ
な
　
㌧

嶽芝慢発障膨、月か，、2月，での

　　　　　　ロ　　　　　・今♂・　　間に、年4回にわたり個人が直
　　　　　　　）　　　　　　　　　　　接納付する方法をいいます。こ
　　　　　　　ヤ？　　　　　　　　　　　　の場合、納税貯蓄組合や、預金

⊂工：亘⊃国民健康保険　　　［］座からの振り替えによる納付

料第7期の納付月です。　　が含まれます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一砂＿＿ノ“＿＿＿．＿＿＿．＿＿＿ノ＿ノ＿＿＿ノ＿＿ノ＿＿＿．＿＿ノ＿＿＿ノ＿＿＿＿．＿＿，“／μ／

篤

蔵
、
x
§
s
N
N
s
s
篤
隔
ミ
ミ
ミ
唾
ミ
ミ
ミ
嫡
・
ミ
ミ
ミ
唖
ミ
ミ
s
s
唖
ミ
ミ
ミ
嫡
ミ
ミ
s
N
ミ
ミ
ミ
ミ
嫡
ミ
ミ
N
ミ
隔
ミ
ミ
ミ
隔
§
・
ミ
嫡
ミ
ミ
ミ
唖
ミ
s
・
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
隔
ミ
N
ミ
ミ
唖
ミ
ミ
ミ
ミ
N
N
ミ
ミ
隔
ミ
ミ
ミ
9
N
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
i
、
N
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ー
ミ
ミ
ミ
唖
ミ
ミ
ミ
s
唖
ミ
ミ
ミ
輔
ミ
ミ
ミ
N
s
唖
ミ
ミ
ミ
嫡
ミ
N
ミ
N
旨
ミ
ミ
ミ
隔
ミ
ミ
・
ミ
輔
・
ミ
ミ
ミ
唾
ミ
ミ

　　一一脚
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すてきな名称、募集します

　　特・別養護老人ホーム

鴇．写蟹徽、験
　　曳繭彰嫡堂ノ〃
　　　　、

　
待
望
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
（
下
条
山
口
医
院
南
側
に
建

設
）
が
、
今
春
か
ら
工
事
に
か

か
り
、
昭
和
六
十
三
年
春
に
オ

ー
プ
ン
の
予
定
に
な
っ
て
い
ま

す
。　

こ
こ
に
は
、
在
宅
の
虚
弱
老

人
を
昼
間
あ
ず
か
っ
て
、
食
事

や
入
浴
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
等
の
世
話
を
す
る
デ
ィ
・
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
も
併
せ
て
設

置
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
施
設
が
地
域
福
祉
の
核

と
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
広

く
愛
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
名
称

ね
た
き
り
老
人
の
皆
さ
ん
に
、
朗
報

入
浴
乾
燥
車
、
4
月
か
ら
運
転

　
「
入
浴
乾
燥
車
」
が
十
日
町

市
に
入
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

24

時
間
テ
レ
ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

委
員
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の

で
、
十
二
月
二
十
四
日
に
T
N

N
テ
レ
ビ
新
潟
本
社
に
お
い
て

贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
翌
二
十
五

日
に
到
着
し
ま
し
た
。

　
入
浴
乾
燥
車
に
は
、
湯
わ
か

し
器
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
浴
槽
、
ふ

と
ん
乾
燥
設
備
が
あ
り
、
入
浴

は
浴
槽
を
家
庭
内
に
持
ち
込
ん

で
行
い
、
入
浴
中
に
寝
具
の
乾

燥
を
行
い
ま
す
。
改
造
費
を
含

ん
で
四
百
五
十
万
円
相
当
で
す
。

　
現
在
、
市
内
に
は
百
二
十
人

の
ね
た
き
り
老
人
が
お
り
、
日

常
生
活
の
ほ
と
ん
ど
の
部
分
を

を
一
般
公
募
し
ま
す
。
す
て
き

な
名
前
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

り
名
称
を
募
集
す
る
施
設

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
…
…

ね
た
き
り
等
、
心
身
に
障
害
が

あ
り
、
家
庭
で
世
話
を
す
る
の

が
困
難
な
老
人
を
お
あ
ず
か
り

す
る
施
設
で
す
。

り
応
募
方
法

　
①
官
製
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　
②
あ
な
た
の
「
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
」
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

り
応
募
資
格
　
中
魚
沼
郡
・
十

日
町
市
に
居
住
す
る
人

家
族
の
世
話
に
頼
っ
て
い
ま
す

が
、
中
で
も
一
番
困
る
の
が
入

浴
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
三
月
ま
で
、
職
員
や
家
庭
奉

仕
員
の
講
習
、
試
験
運
転
を
行

い
、
四
月
か
ら
入
浴
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
ま
す
。
対
象
者
は
、
ね

た
き
り
老
人
と
重
度
身
体
障
害

者
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
※
こ
の
資
金
は
、
昨
年
八
月

に
放
送
さ
れ
た
「
2
4
時
間
テ
レ

ビ
樋
愛
は
地
球
を
救
う
」
に
寄

せ
ら
れ
た
善
意
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
市
内
で
も
ロ
ー
タ

ー
ア
ク
ト
、
つ
つ
じ
工
房
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
募
金
活
動
を
行

い
、
三
十
三
万
三
千
百
二
十
円

の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

り
締
め
切
り
　
一
月
三
十
一
日

（
当
日
消
印
有
効
）

り
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
設
立
準
備

室
（
〒
圏
十
日
町
市
千
歳
町
三

i
三
市
役
所
内
）

り
賞
金
等

　
①
採
用
（
一
点
）
三
万
円

　
　
同
名
多
数
の
場
合
は
準
備

　
　
室
で
抽
選
さ
せ
て
い
た
だ

　
　
き
ま
す
。

　
②
佳
作
（
若
干
）
賞
品

り
発
　
表
　
市
報
で
発
表
の
ほ

か
、
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

織物の標本帳など33冊

　織物組合資料庫かム

　
明
治
時
代
か
ら

第
二
次
大
戦
に
か

け
て
、
織
物
消
費

税
の
査
定
資
料
に

使
わ
れ
た
織
物
標

本
帳
を
は
じ
め
と

し
て
、
戦
前
の
織

物
技
術
を
知
る
貴

障
害
者
の
皆
さ
ん
、
参
加
し
ま
せ
ん
か

リ
フ
ト
付
バ
ス
で
送
迎

　
昨
年
四
月
、
県
内
で
は
初
め

て
の
十
日
町
市
身
体
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
塚
原
町
、
保
健

所
隣
）
が
開
所
し
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
身
体
障

害
者
の
皆
さ
ん
が
通
い
な
が
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業
に
参
加
し
た

り
、
機
能
訓
練
を
行
っ
た
り
し

て
、
よ
り
一
層
の
健
康
増
進
と

社
会
参
加
を
進
め
る
『
在
宅
障

害
者
デ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
』

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
毎
週
木
曜
日
に
行
っ

て
お
り
、
午
前
中
は
機
能
訓
練
、

午
後
は
版
画
、
書
道
、
刺
し
ゅ

う
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
を
楽

重
な
製
品
の
見
本
資
料
が
、
織

物
組
合
の
資
料
庫
か
ら
十
二
月

初
め
に
多
数
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
発
見
さ
れ
た
の
は
、
明
治
四

十
二
年
か
ら
昭
和
十
三
年
ま
で

の
「
十
日
町
税
務
署
管
内
織
物

標
本
帳
」
等
三
十
二
冊
と
、
明

治
二
十
五
年
か
ら
三
十
五
年
ご

　
　
　
　
　
よ
り
す
き
や
　
　
　
い
ち
ら
く
ふ
う

ろ
ま
で
の
「
撚
透
綾
・
市
楽
風

つ
ち
り通

見
本
帳
」
一
冊
、
そ
れ
に
戦

時
下
の
規
格
品
の
見
本
多
数
で
、

こ
の
う
ち
標
本
帳
に
は
、
三
十

㌢
大
の
製
品
見
本
千
五
百
五
十

六
点
が
張
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
一
連
の
資
料
は
、
歴

し
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
に
多
く
の
皆
さ
ん

か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、

十
二
月
に
は
「
リ
フ
ト
付
バ
ス
」

を
配
備
し
、
自
宅
近
く
ま
で
の

送
迎
を
始
め
ま
し
た
。
参
加
希

望
者
は
セ
ン
タ
i
（
盈
五
七
－

九
四
三
八
）
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

年
ご
と
に
体
系
だ
っ
て
発
見
さ

れ
た
た
め
、
明
治
二
十
五
年
以

降
五
十
年
間
に
わ
た
る
産
地
商

品
の
移
り
変
わ
り
が
色
柄
、
デ

ザ
イ
ン
、
技
法
等
を
通
し
て
一

目
瞭
然
に
判
読
で
き
ま
す
。
ま

た
、
明
石
ち
ぢ
み
を
見
る
と
、

大
正
初
期
に
す
で
に
縫
取
り
や

　
し
や

紋
紗
の
技
法
が
使
わ
れ
て
い
る

な
ど
、
技
術
が
高
い
水
準
に
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
織
物
組
合
で
は
商
品
づ
く
り

の
参
考
と
し
て
、
ま
た
織
物
史

解
明
の
一
つ
と
し
て
、
有
効
に

活
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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轟

る

禍噸力⊃V喋）グ捌

　1月4日、スイミングスクールでは初泳ぎ大

会が。ビート板に手づくりの絵を張って水中カ

ルタとり　〆「スイミング楽しいな」。　“す、

の字をさがして一斉に水しぶきと歓声。

　楽しみながら泳ぎを覚える。未来のオリンピ

ック選手が誕生するかもしれませんね。

＊
あ
る
《

昨冬に比べて、ゲレンデが華やかに

　今冬から一段とグレードアップした上越国際

当間スキー場。スキーファンには悲しむべき少

雪の1月3日。でも、ちびっ子からアベックま

で、正月気分の中での楽しいスキー日和でした。

　ゲレンデに雪が少ない時は、道路事情がよく、

市民をはじめ各方面からのスキーヤーで、ます

ます注目されることになりそうです。無料送迎

バス（十日町駅前発）午前8時30分、10時30分

　（当間スキー場発）午後3時、5時

＊

§

《

　新年恒例の消防出初め式。1月6日、午前10

時には、十日町・川治・吉田地区の消防士、20

　　り5名が、昭和町1地内の道路上に整列。人員、姿

勢、服装の点検を受けた後、スノーケル車など

消防車両6台と共に市中行進を行いました。

　今年こそ、火災事故ゼロを目指して、お互い

に「火の用心」に努めましょう。

　
な

　
ロ

　
ゼ

そ
椒

乙
葺

年
災

今
火
淵覇出初め式

，
．
塾
麟
麟
馳
灘
鐸
羅
艦
撰
難
難
鍵
鵬

　
　
　
　
ア
”
擁

　
　
　
　
　
ー
、
耀
〃

鰯灘郵　
　
　
　
嫡
q
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ド
・
ロ
ペ
ッ
ト
経
験
者
で
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

好
評
だ
っ
た
初
の
大
会

　
多
く
の
人
た
ち
か
ら
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
を
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
。
さ
ら
に
地
域
の

活
性
化
も
進
め
よ
う
1
昨
年

三
月
二
十
一
日
、
　
『
第
一
回
十

日
町
4
時
間
ト
ラ
イ
ア
ル
レ
ー

ス
』
が
市
陸
上
競
技
場
周
辺
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
約
五
十
人
。
う
ち

半
数
は
関
東
の
愛
好
者
、
そ
れ

も
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
中
央

大
学
・
桜
田
選
手
や
、
ワ
ー
ル

ド
・
ロ
ペ
ッ
ト
経
験
者
（
カ
ナ

ダ
、
ス
イ
ス
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

札
幌
な
ど
世
界
十
一
ヵ
国
で
開

か
れ
て
い
る
大
会
に
参
加
し
て

い
る
選
手
）
が
四
人
も
来
る
な

ど
、
素
晴
ら
し
い
大
会
で
し
た
。

　
滑
走
距
離
は
、
桜
田
選
手
が

70キ

。
、
小
学
生
で
も
4
2
キ
。
の
選

手
が
お
り
、
平
均
す
る
と
2
5
キ
。

か
ら
3
0
キ
。
ぐ
ら
い
で
し
た
。

　
こ
の
耳
新
し
い
『
4
時
間
ト

ラ
イ
ア
ル
レ
ー
ス
』
は
ー
市

ズ
キ
ー
協
会
の
会
員
が
、
ワ
i

ト
を
し
て
い
る
方
と
知
り
合
い

で
、
二
人
の
話
の
中
か
ら
、
そ

し
て
主
催
と
な
っ
た
中
条
地
区

の
振
興
会
、
体
育
協
会
、
商
店

会
、
婦
人
会
の
意
気
込
み
の
も

と
1
誕
生
し
ま
し
た
。

簸躍

　
初
め
て
の
大
会
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
手
づ
く
り
の
煮
も
の
、

お
か
ゆ
、
漬
け
菜
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
や
、
十
日
町
の
き
も
の
の

切
れ
端
を
加
工
し
た
参
加
賞
な

ど
、
温
か
い
受
け
入
れ
に
遠
来

の
選
手
に
は
大
変
好
評
で
し
た
。

ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
の
メ
ッ
カ
に

　
　
そ
し
て
、
大
き
な
夢
も

　
今
年
は
三
月
十
五
日
に
開
か

れ
ま
す
が
、
　
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
i
・
リ

ー
グ
」
に
加
わ
じ
、
さ
ら
に
人

　
　
　
難
藩
暇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨
　
　
　
難
慧
藩
W

を
呼
べ
る
大
会
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
リ
ー
グ
は
、
十
日
町
、

池
ノ
平
、
裏
磐
梯
な
ど
四
会
場

で
開
か
れ
、
二
会
場
以
上
に
参

加
し
て
成
績
を
競
う
も
の
で
す
。

　
す
で
に
「
サ
サ
ヤ
マ
・
ス
ノ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

会
」
で
は
各
方
面
へ
の
P
R
も

行
い
、
い
よ
い
よ
秒
読
み
の
準

備
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
実
行
委
員
会
で
は
年
々
充
実

さ
せ
て
、
ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
の

メ
ッ
カ
”
十
日
町
”
を
目
指
し

て
い
ま
す
が
、
も
う
一
つ
大
き

な
夢
が
あ
り
ま
す
1
姉
妹
都

市
の
イ
タ
リ
ア
・
コ
モ
市
の
近

く
の
ピ
ン
ゾ
ロ
と
い
う
街
で
開

か
れ
て
い
る
「
2
4
時
間
国
際
レ

ー
ス
」
に
近
づ
け
、
十
日
町
市

を
国
際
感
覚
の
あ
る
都
市
に
し

た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

大
会
に
は
、
コ
モ
市
民
も
、
ま

た
世
界
一
流
選
手
が
参
加
し
て

い
る
大
会
で
す
。

　
楽
し
み
な
が
ら
滑
る
。
皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
！
　
種
目
は
個
人
・

リ
レ
ー
の
部
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
4
時
間
ト
ラ
イ
ア
ル

事
務
局
（
中
条
地
区
公
民
館
内

暦
五
二
－
二
七
四
八
）
へ
。

1盈r6』6創旨」墜昭和62年1月10日7
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　　．ム　　第38回十日町雪まつり

　
　
⑭

　
　
．
㊤

月
3
．

2
『
■

前夜祭企画
　3日間のまつりを一層盛り上げる

ために多彩なイベントが……。

★トライアルと雪上エアロビクス

　（コミュニティ広場）

★ほんやら洞村（十小グラウンド）

★雪像見学ツアー（クロス10午後6

　時集合）

　“英知と努力、の結晶　　第38回十日町雪まつりを迎えました。「市民と他

の地域の人とのふれあいの場」を大切にし、市民はもちろん、遠来から訪れる

人からもr見せる雪像から、参加して造れる雪像」へと転換が図られ、また、その

楽しさを全国にP　Rできる略パブリシティ活動、に重点を置く“雪まつり・を

みんなで成功させましょう

募集中 ミス十日町雪まつり
～自薦・他薦問いません～

ひ ろ まー
★コミュニテイ広場（十高グラウンド）

　“白銀に飛び出せ！君はフロンテ

ィァ”　開会式・雪上舞台・雪上茶

室・節季市・もちつき大会・？の館

　　　～担当　十日町青年会議所～

締切日1月18日（日）

【】ミス雪まつり3名を選考します。

【】資　格18歳～25歳の未婚女性

　（高校生除く）

■応募方法　住所・氏名・職業・生

　年月日・電話・身長・体重を便せ

　ん等に記入のうえ、全身写真を添

藝
呂

　付して応募ください。

目応募先　〒948十日町市本町6－

　1　クロス10内　十日町雪まつり

　事務局あて

【】審査日　昭和62年1月25日（日）タロ

　ス10（公開審査は行いません〉

　〔1次審査・2次審査一当方用意

　のきもの着翔〕

★ほんやら洞広場（十小グラウンド）曇

　“雪のふるさと紀行”　ほんやら

洞を製作し、“ふるさと感”を味わう。

ふるさとの味コーナー・ディスコ
　　　　　　　　　　　　　　　蔓・
★田舎の広場（下条山口医院脇）

　“ふるさとの詩”　雪のステージ・

お楽しみ抽選会・演芸会・雪上ゲー

トボール大会・お好み迷店街　　　　曇

　　　　～担当　下条商工青年会～

★石ぽとけ広場（鉢ふるさと会館前）

　“うさぎと狸”　雪上演劇・落語・

宝さがし・草もち販売・雪国の味コ　曇

一ナー・うさぎ汁・ろ里汁

　　　　　　～担当　鉢真生会～

★いっぷく広場　今年も市民体育館

に

雪の芸術作品募集中

①手造り作品②一般作品③特別作品曇

④学童作品〔参加申し込み〕1月15

日（湘までに所定の用紙で事務局まで。

その他行事　曇
　14日（土）　　聖火リレー・雪まつ

りパレード・開会式・郷土芸能と民

踊の祭典　　15日（日）　　雪上ウォ

ークラリー・雪まつりキャラクター

ショー

蔓い

　　o華

切　　　　　　　　　　‘，

　　　　　　薪・・
o　　o

　曹

一尊）『．

』
一
＝
i
i i

雌
、細）．、．一．製

　魁ク　》
　、　　∬　　【Σ　　冨」

　＿　　　　　F

o口

拠
自口
爵　　F

漏　　鱒■

⊂コ　　【二⊃

　口
灘…

6
　
口
］

回

戸
璽
旦

1ヨ

口

＝ 工
≡…≡…≡

工＝
　　…

一　　一

二一一
一　一

　　　　　　　　　　　　　　　一常＝＝ ≡i＝

雪上カーニバル
　2月14日（土）午後6時15分～7時

55分　会場：市営城ケ丘球場特設ス

ア審’ド擁

　ステージは、イタリア・ローマの

バチカン市国『サンピエトロ寺院』

をモチーフにした『シルクロードヘ
　いざな

の誘い：丸山市長命名』で、高さ20

m、幅35m、奥行25mのものです。

〈プログラム〉

　たいまつ滑降・きものショー・歌

　謡ショー・雪上花火・大フィナー

　レ。

〈出演タレント〉

　司　会徳光和夫
　ゲスト　中山　美穂・早見　優・

　シブガキ隊・ダチョウ倶楽部（コ

〔
釜
〕

（
糞

ント）・水谷麻里・ポピンズ

ザ・バーズ（踊り）

カーニバル予約ゾーン
　カーニバル会場に予約ゾーンを設

けます。5，000席のうち1，000席を往

復ハガキによって申し込み受け付け

をとり、入場券を発行します。

第
3
8
回
雪
ま
つ
り

カ
ー
ニ
バ
ル
予
約
ゾ
ー
ン
申
込

住
所
・
T
E
」
・
氏
名

圃
　
十
日
町
市
本
町
6
の
1

團
　
　
ク
・
ス
ー
o
内

□
　
　
雪
ま
つ
り
事
務
局
行

牲
稔
ダ

　
　
　
　
　
翁
鰹

”
糞

□□□

自
分
の

住
所
・
氏
名

〔
蔓
一

　※申し込み締め切り日は、1月18

日仕）必着。入場券は「返信用ハガキ・

現金1，000円」と引き換えで、雪まつ

り事務局でお渡しします。定員を超

えた場合は抽選です。

返
信

蔓一

雪像見学ツアー募集中

【】2月13日（金）午後6時～

【】参加費　1人3，000円

【】美しい“雪の彫刻。をバスで見学。

　おいしいコシヒカリの“おにぎり“

　と“地酒。が楽しめます。

　　　　　　　　　　囎　　ρ…”｛一　　　　　　ザ

8
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　　　　交通安全キャンペーン

囹凍結・積雪に注意……深夜から早

朝にかけて、スリップが原因の事故

が起きやすいです。

囹路上駐車は禁止……除雪作業の支

障、また交通事故原因にもなります。

昭和61年中の交通事故発生状況060年

市町村名 発生件数 傷者数 死者数

十日町市 121（108） 145（120） 3（2）

川西町 21（17） 28（25） O（0）

津南町 24（22） 28（34） 1（0）

中里村 23（7） 27（8） O（O）

合　計 189（154） 228（187） 4（2）

唖【市奨学生募集
　市・教育委員会では、　「昭和62年

度十日町市奨学生」を募集します。

囹応募資格　62年度に高等学校、高

等専門学校、専修学校、短期大学、

大学に進学予定か在学中で、つぎに

該当する人。

　①市内に3年以上居住する世帯の

人　②学業成績が優秀と認められる

人　③経済的な理由で学費の支払い

が困難な人　④心身ともに健全な人

囹奨学金の月額（採用予定者数）

高校…7，000円（10人）　高専……

9，000円（2人）　専修学校…1万

円（3人）　短大・大学…15，000円

（8人）

囹貸与期間　62年4月から、在学す

る学校の最短修業年限の終期まで。

囹出願書類　・奨学金貸与願書・在

学学校長推薦書　・成績証明書・戸

籍謄本および住民票謄本　・医師の

身体検査書　・60年度所得証明書

囹申込先　2月21日（土）までに、教育

委員会・学校教育課㊥324へ。

　3月中旬に奨学生を決定し、本人

に通知します。

φ⇔命⇔
◇…一部区域　◆…全部区域

1月19日（月）午前8時～午前11時

◇本町2、袋町東・中、高田町1

の各一部

1月28日（水）午前9時～正午

◇山本町3・4、千歳町1・2・

　3、寿町1・2・3、昭和町1の

各一部

⑫¢修¢磁穆¢¢
　　　　　　申込受付中！

　住宅金融公庫では、個人住宅建設

資金の申し込み受け付けをつぎの要

領で行っています。

◎受付期間　1月9日～3月5日ま

　で

◎選考方法　無抽選

◎返済期間　木造の場合25年以内

◎申し込み・問い合わせ　「住宅金

　融公庫業務取扱店」と表示した金

　融機関または住宅金融公庫北関東

　支所（盈0272－32－6656）へ。

寄儲り舵う響≦ll，＊

　〈社会福祉事業〉

〉山本豪平（学校町）10万円…香典

返し　〉岡村建治1，000円　〉十日

町ローターアクトクラブ67，061円

〉庭野日敬（東京）100万円　〉匿名

3，778円　〉福島安太郎（峠）3，000

円　〉匿名1，000円　〉桑原庄一

（山本3）5，000円　〉健友会900円

〉三勝美容室700円　〉立正佼成会

1，700円　〉土市農協婦人部3，000円

〉十日町電報電話局10万円　〉㈱

久富　50万円　〉山本貴一（中条中

町）10万円　〉田倉㈱　10万円

〉川西町社会福祉協議会5，000円…

つくし園へ　〉根津ツヤ（田中町西）

盆20個…四ツ宮荘へ

〈大島噴火災害救援金〉

〉駅通り振興会商業部会　65，645円

〉匿名（昭和町）5，000円

〈海外たすけあい募金〉

〉玉垣哲郎・直子（下川原町）

30，739円

国際甕譲・曳化スポーツ基金

　……窃り瀞とう

＊33，379，937円　12月末現在＊

〉ゾンナーアーベント管弦楽団…

　1万円

　
　
半
　
）
2

せ
時
一
院
5。

ら
讐
黙

知
譲
雛

お
木
保
ー
健

の
田
市
姓
線

談
2
9
場
木
市

相
瑚
会
倣
せ

害
時
時
当
飽

酒
3
い
鵬

　
　
日
～
担
問
●

冬の道路・交通情報
　　おでかけの際は確認を！

鐡除雪状況　国・県道（十日町土木

　事務所智57－5511）　市道（市・

　雪害対策室盈57－3111）

窺バス・列車運行状況　十日町駅列

　車情報テレホンサービス（盈57－

　1212）　越後交通バス情報（智57

　－2103）

窺道路状況　北陸高速道路テレホン

　サービス（盈025－233－0102）湯

　沢・三国方面道路交通テレホンサ

　ービス（暦0257－84－2218）

　　〈身体障害者福祉センター基金〉

　〉ジャパンクラフト㈱30万円
　　〈歳末たすけあい募金〉

　レ常角熊吉（魚之田川）1万円

　〉服部泰（学校町）5，000円　〉匿名

　5，000円　〉㈱サンライフ十日町コ

　ース　28，015円　〉小川イト（尾崎）

　3，248円　〉庭野かよ（五軒新田）1

　万円　レ渡辺明代（寿町2）2，480円

　〉岡村建治6，070円　〉十日町病院

　親睦会　28，387円　〉村山ハル（大

　黒沢1）2，000円　レ匿名　1，578円

　〉加藤（老人ホーム）1，500円　〉新

　川屋㈱（高田町5）　もち320パック

　〉桑原正治　日用品…十日町病院、

　中条病院、上村病院

　〈交通安全対策用〉

　〉新潟県生命共済農業共済農業共同

　組合連合会（村山正司会長理事）道

　路反射鏡16基

　〈勤労青少年ホームヘ図書寄贈〉

　〉羽鳥慎一（学校町1）現代日本文

　学全集ほか617冊　〉山本淑恵（稲荷

　町西）日本の旅全18巻

、　●●ヱた騨ぐスポーリコーナー

総合体育館（体育課）魯52－4377西本町1

市民体育館　　魯57－5208学校町1

の
ま
島
掌
は

場
‘
の
な
落
　
日

車
囎
対
裂
放
す

駐
禾
り
駐
人
開
で

毫
疹
，
さ
者
。
く
4

薙
蠣
の
用
い
て
　
2

雌
、
雪
利
さ
し

　
娩
除
設
だ
意

　
娩
　
施
く
注

9 と7おゴ『♂富3　昭和62年1月10日 雪下ろし・除雪作業・雪崩の事故……
今冬は＼今のところ少雪ですが十分に注意しましよう！
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鏡
を
見
な
が
ら
か
い
た
ん
だ
。
ボ
ク
．
じ

っ
ー
と
し
て
い
る
の
に
＼
見
つ
め
る
と
顔
が

変
わ
る
ん
だ
。
か
く
の
が
大
変
だ
っ
た
よ
。

⑳

柳澄子ちゃん　保坂常広くん
（6歳）　鐙島保育所　（6歳）

　
私
￥
マ
ツ
毛
が
長
い
の
。
だ
か
ら
お
人
形

さ
ん
み
た
い
に
な
っ
た
の
。
よ
く
見
る
と
＼

お
父
さ
ん
に
も
お
田
さ
ん
に
も
似
て
い
る
の
。

・
一
．

　
　
　
6

＝

7
二

7

一25一

新
雪
ジ
ョ
ギ
ン
グ
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
　
　
　
連
続
八
回
出
場

　
　
田
村
六
助
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
本
町
七
ー
ロ
・
51
歳
）

　
　
「
寒
く
て
汗
も
で
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
レ
ロ
し

こ
の
歳
に
な
る
と
順
位
よ
り
完
走
、
マ

イ
ペ
ー
ス
。
で
も
苦
し
い
で
す
ね
。
走

『
ら
な
い
と
正
月
を
迎
え
た
気
が
し
な
い

ん
で
す
よ
」
。
恒
例
と
な
っ
た
第
八
回

目
の
新
雪
ジ
ョ
ギ
ン
グ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

（
一
月
二
日
開
催
）
に
連
続
八
回
出
場
。

10キ

。
の
部
で
は
五
十
一
歳
と
参
加
者
の

．
市
内
最
高
年
齢
で
す
。

　
四
十
歳
か
ら
走
り
始
め
た
と
の
こ
と
。

　
「
朝
の
六
時
、
仲
間
と
走
る
の
は
気
分

最
古
『
始
め
て
か
ら
寝
込
ん
だ
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
体
調
、
天
候
に
合
わ
せ

て
無
理
せ
ず
に
走
れ
ば
い
い
ん
で
す
」
。

　
　
　
　
　
…

難

　耀懸

職
　
難

講
顯

　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

議
灘
、
灘

　
　
　
　
、
準
備
や
役
員
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濫
『
牽

　
こ
の
大
会
を
主
管
し

も
兼
ね
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
る
新
座

マ
ラ
ソ
ン
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ

り
ま
す
。
　
「
私
の
よ
う
な
素
人
が
故
障
㎜

も
な
く
続
け
て
こ
れ
た
の
は
、
ク
ラ
ブ

に
熱
心
な
よ
い
指
導
者
が
い
る
か
ら
で
’

す
。
一
緒
に
走
っ
て
い
た
子
供
た
ち
が

中
・
高
校
で
活
躍
し
て
い
ま
す
よ
、
う

れ
し
い
こ
と
で
す
ね
」
。

　
今
回
の
参
加
人
数
は
三
百
七
十
二
人
、
ー

遠
く
は
宮
崎
、
広
島
な
ど
県
外
か
ら
も
約

六
十
人
が
。
「
年
々
、
盛
ん
に
な
っ
て
い

ま
す
。
3
キ
。
、
5
キ
。
に
は
七
十
歳
の
人
・

も
。
ま
だ
ま
だ
走
り
続
け
ま
す
よ
」
。

，
き
き
奎
…

　あ》＋蘭
　勃ワスノ．

大畠，そしτ

年の的け

建
日
．
大
島
の

尖萎

茄
の
う
さ
荊
蜘

塊
童
の
願
・
も
寮

し
ぐ
・
て
く
な
ワ
ま

し
花
。

へ
．
《
㌧

　
そ
こ
て
せ
六
”

崇
殺
の
児
童
な
鶉

臼
り
羅
し
．
月
に
向
か
．

で
黙
と
う
左
ご
＋
汐

ま
し
花

国七奔っで幸マ

ワますよう1じ

膨

一人ロのうごき一
■人　ロ　47，900人（＋16）

　　男　23，517人（＋2）

　　女24，383人（＋14）

■世帯数　12，345　（＋3）

＜12月31日現在・住民基本台帳＞

十日町のそば物語

．一　　　どうぞPRを

灘

え
し

り
輩

話
蟷
鰯

　
、
　
　
　
塗
難
鑛
　
蒙

　
　
　
　
　
　
　
　
き
き

鵬
灘
難
騒
鱗

　
　
　
　
　
麟
　
　
　
磯

　　　　　　岡村栄悦くん（ぞ。聲）

　　　　岡村義隆・久美子さん（関根1）長男

　ボク、えっちゃん。お父さんがつけた名前だ

よ。フラッシュマンやスピルバンが大好きなボ

クは，すべり台にかけ上がったり，車やオート

バイを乗り回しているんだ。弟が入院している

の。一緒だったら強い昧万なんだけど……。言

葉は早い万なんだって。でも＼ママは「早くオ

ムツがとれたら，なお良い子なのに」と言って

るんだ。ボク￥一生けん命がんばるよ。ママ！

　商工観光課では、市内のそば組合と協力

して「越後伝統の味一十日町のそば物語」

を発行しました。

　市内12のそば関係業者のそれぞれの特色

を前面に出したもので、由来、薬味アラカ

ルト、イラストマップ等を入れた、食欲を

そそる20頁の小冊子です。25，000部を印刷、

新潟・東京方面に広くP　Rします。親せき、

知人に紹介しようという皆さんには無料で

差し上げます。商工観光課へどうぞ。

編
集
室
か
ら
甜

◎
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
ろ
く

す
。
今
年
は
”
四
緑
中
宮
の
年
”
と
い

い
、
季
節
で
い
え
ば
晩
春
か
ら
初
夏
、

人
間
の
一
生
で
い
え
ば
青
春
の
ま
っ
盛

り
と
い
う
、
す
べ
て
が
明
る
く
な
る
星

ま
わ
り
だ
そ
う
で
す
。

　
市
も
、
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ

ン
プ
！
前
進
の
一
年
に
な
る
よ
う
、
職

口
塁
同
が
ん
ば
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
コ
言
、
あ
い
さ
つ
を
」
。
仕
事
初

め
の
五
日
、
市
長
の
年
頭
の
話
に
あ
り

ま
し
た
。
　
「
市
の
職
員
は
無
愛
想
だ
」

ー
こ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
な
い
よ
う

職
員
一
人
ひ
と
り
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

努
め
て
い
ま
す
。
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